
局 部 課

3 年度

9

10

ー

有

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁、堺自転車環境共生まちづくり企画運営委員会、堺 自転車のまちづくり・市民の会等市民、事業者

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
自転車活用推進法、堺市自転車のまちづくり推進条例

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

堺市自転車利用環境計画、堺市自転車利用環境計画＜追補版＞-重点アクションプラン-

Ⅰ．基本情報

有 取組 スポーツ・運動習慣定着による健康増進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ⑤サイクルシティとしての魅力創出

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

有 現状値 37.1%(参考値)(2019年度)

ー

目標値

3.4

―

令和5年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和4年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

50.0％(2025年度)

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 自転車まちづくり企画運営事業 事業番号 019-089

担当部署名 建設 サイクルシティ推進 自転車企画推進

施策1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ (6) 自転車を活かした魅力の創出

ゴール⑶すべての人に健康と福祉を ターゲット

自転車利用環境の満足度

― 目標値

平成 14

公民連携・協働事業 ボランティア団体である「堺 自転車のまちづくり・市民の会」と協働で各種活動を実施、シェアサイクル運営事業者との連携

点検対象年度 令和 7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

「堺市自転車のまちづくり推進条例」及び「堺市自転車利用環境計画」の趣旨に則り、市民・事業者・行政が協働して、

安全に、安心して、かつ快適に自転車を利用できる環境を整えることで、都市魅力を向上させる。

5

市民（約82万人）及び来堺者（不特定多数）
対象数 単位

ー

人

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

〇「堺 自転車のまちづくり・市民の会」と協働で自転車のルール周知・マナー啓発及び自転車利用促進にかかる活動

〇さかい自転車リーダー養成講座の開催（自転車利用推進委員（自転車リーダー）の認定）

〇堺自転車環境共生まちづくり企画運営委員会の開催

〇シェアサイクル事業の実施

〇「サイクルシティ堺」推進として、自転車の歴史・文化の発信や、自転車を活用した新たな取組の実施

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 堺自転車環境共生まちづくり企画運営委員会（負担金）、　大阪芸術大学（負担金）　等

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

シェアサイクルの利用回数 回

目標値 - - 72,215 75,826

当該指標を選定した理由
シェアサイクルの利用回数が増加することにより、公共交通機関の補完や市内周遊環境の向上に寄与していると考えられ

るため。令和5年度に新たに目標値を設定。

目標値の設定根拠・算出方法 令和4年10月からシェアサイクル事業を本格実施。令和5年度以降は前年度実績の5%増加で目標値を設定。

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和7年度 

点検対象年度

実績値 39,636 68,776

達成率 - -

令和3年度 令和4年度 令和5年度

シェアサイクルポートの設置数

当該指標を選定した理由
目的地や利便性の高い場所等にシェアサイクルポートを設置することにより、快適に自転車を利用できる環境の提供につ

ながるため。令和5年度に新たに目標値を設定。

目標値の設定根拠・算出方法

令和4年9月までシェアサイクル事業の実証実験中であったため、公用地を中心にシェアサイクルポートを設置。令和4年

10月からシェアサイクル事業を本格実施したため、公用地に加えて民有地にもシェアサイクルポートを設置していく。目標

値については、運営事業者からの提案に基づき設定。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 100 110 150

実績値 89

89% 115%

127

達成率



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

37 37

204 204

275 275

40 40

自転車まちづくり企画運営事業 事業番号 019-089

令和5年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
令和2年度 令和3年度 令和4年度

事務事業名

堺自転車まちづくり基金等 9,883 2,200 4,500

財

源

内

訳

国支出金

令和5年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

0

市債 0

決算

9,933 2,217 13,853 6,872

3,350その他

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 23,803 16,087 31,003 27,372

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 50 17 9,353 3,522 5,618

人件費  （ｂ） 13,870 13,870 17,150 20,500 30,780

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

974

R4 決算 3,157 3,157

R5 予算 1,000 1,000 R5 予算

R4 決算 0 0

事業費

27

R5 予算 4,500 0 R5 予算 974

予算

堺市自転車利用環境計画変更支

援業務

堺自転車環境共生まちづくり企画

運営委員会負担金

R4 決算 3,350 0
「自転車×アート」制作負担金

R4 決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 令和3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントは中止。安全利用啓発人数は動画再生回数。令和4年度はイベントでの安全利用啓発人数。

サイクルシティ堺プロジェクト関係工

事

R4 決算 0 0
需用費・役務費

R4 決算

① 安全利用啓発人数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

大学と連携した「自転車×アート」の推進や、堺ブレイザーズ・大阪府と連携した「自転車×試合観戦」による地域回遊性の向上など、自転車に新たな

視点を掛け合わせた事業を展開し、「サイクルシティ堺」としての実現に向けた取組を推進した。

また、令和2年3月から実証実験を実施してきたシェアサイクル事業を令和4年10月から本格実施し、民間事業者と連携を図りながら、通勤通学をは

じめとした日常利用や観光等による利用を促進し、KPIの達成に向けて取り組んだ。

（令和4年3月末時点　シェアサイクルポート　89か所／令和5年3月末時点　シェアサイクルポート　127か所）

今後も「堺市自転車活用推進計画」に基づき、多様な主体との連携・協働し、さらなる自転車の活用や楽しむ機会を創出することにより、「サイクルシ

ティ堺」としての都市魅力の向上を図る。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18
令和3年度は新型コロナウイルスの感染防止のため、対面による啓発イベントの実施を控えていたが、令和4年度は各種イベントを実施することができた

ため、安全利用啓発人数は増加した。一方各種イベントを実施したことに伴い、年間経費も増加したため、単位当たり経費も増加した。

1,760 1,760 R5

単位区　　分 令和3年度

1,104

2,200

1,993

R5 予算

R5 予算 1,500 1,500 R5

はじめての自転車乗り方イベントの

開催委託料

R4

決算 当初予算 決算

BMX等体験イベントの開催委託料

【新規】

R4 決算 0 0
会場等借上料

R4 決算

インクルーシブサイクリングの開催委

託料【新規】

R5 予算 1,000 0 R5

当初予算

0

0

うち

一般財源

5,500

11,118

41,898

0 0

27

26 26

予算 140 140

予算

決算 0 0
報酬・報償費

決算R4

令和4年度

1,607

3,350

2,085


